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1はじめに
　透析室は、患者が週2～3回、1回4時間、週12時間、
年間624時間も治療を受ける場所であり、長年にわた
り通院しなくてはならない。現在、慢性腎不全にて透
析治療を受けている患者は、全国で20万人を超えて
おり，年間約3万人の患者が、新たに導入されている。
当院でも、年間60～70人の導入患者がいる。
今回私たちは、4時間のベッド上安静を強いられる患
者の苦痛を知り、少しでも患者に添った看護を提供
できるように透析の擬似体験をした。その結果をこ
こに報告する。
皿研究方法
対象：透析室勤務看護婦7名
期間：平成13年3月～5月
方法：ベッド上安静にて4時間、その間下記のこと
　　　を実施し、終了後質問紙調査を実施した。
　　　1）9：00～9：30分来院、病衣に着替える。
　　　2）ベッドに横になり自動血圧計を装着、20
　　　　分毎に測定する。（マンシェットはまいた
　　　　　ままにする。）
　　　3）心電図モニターをつける。
　　　4）片腕に血液回路を固定、その上をハイス
　　　　パンで巻きシーネで固定する。
　　　5）寝たまま錠剤1Tを内服する。
　　　6）2時間後、下肢挙上し、枕をはずす。
　　　7）4時間後、下肢を元に戻し、血液回路をは
　　　　ずす。頭部挙上し座位になり10分間第1指
　　　　　と第2指で腕をおさえる。
口耳又；率：100％
皿結果
別紙参照（P91～93）
w考察
　血圧測定の間隔に関して、20分で適当と回答した
人は28％、残り78％は安定していれば、もう少し測定
時間を長くしてもいいのではと回答している。これ
はマンシェットを巻いていることによる苦痛より、
加圧によるマンシェットの圧迫感、痛みがあるため
と考えられる。しかし、透析中に起こりうる合併症に
急激な血圧低下がある。透析導入時の不均衡症候群、
低蛋白血漿を起こしている人の場合、血圧低下を引
き起こしやすく、1度血圧が低下するとなかなか回復
せず、その日は透析困難になってしまう。私達医療者
は、各個人の様子をみながら患者の苦痛を最小限に
とどめることを考え、個々にあわせた測定間隔の設
定を検討する必要がある。
　血液回路の固定と抑制に関して、苦痛に感じた人
は全員であった。腕がのびたままによる痛みや痺れ、
むれ、バンソウコを貼っていることによる痛みや圧
迫感をあげている。透析開始後、1時間程経過した時
点で半分以上の人に痛みや痺れなどの症状が出現し
ている。十分な透析効率が得られるよう、1分間に150
～300mlの血流量をとるため、透析針の誤抜去は生命
にかかわってくる。やむを得ず抑制する時は、マッサ
ージ、湿布、シーネを曲げるなどの工夫が必要とおも
われる。また、個々にあわせたバンソウコを考慮する
必要もある。
　血圧低下時、下肢挙上して患者の様子を見る事は、
透析室ではよくみる光景ではある。が、下肢挙上に関
して、苦痛に感じた人は、70％もいる。また、看護婦
にして欲しかったことに、下肢挙上時は時々様子を
見に来て欲しい、血圧が安定したらすぐに平らにし
て欲しい、時々平らにして体や病衣を直して欲しい、
と意見があるように、血圧の状況、患者の状態を見な
がらベッドの角度の調整をし、出来る限り、患者の不
安を取り除く必要を感じた。
　ベッドの間隔は、1mである。全員が、ベッドとベッ
ドの間隔は適当であると答えている。隣の人が気に
なった人、足元の人が気になった人、全体が気になっ
た人等いるが、ワンルーム形式なため、プライバシー
が守れない面がある。逆に、患者同士の交流の場が持
ちやすい。だが、寝衣がめくれたり、布団がめくれた
場合、異性の隣は、嫌だと思う人もいるだろう。しか
し、医療者にベッドの変更を訴えられないこともあ
ると思う。このような事も考え、ベッドの配置を考え
る必要がある。
　室温に関しては、暑い～寒いまでばらつきがあっ
た。これは、3月～5月にかけての体験だったため、気
温によって体感温度が違ったためと思われる。季節
によった掛け物や、室温の調節などが必要に思う。
　透析室では、常に機械の音がしている。今回の体験
では、機械の持続的な音が気になった人は14％、モニ
ターの音が気になった人が28％、機械やアラームの
音が気になった人は48％いた。また、電話の音、血圧
計の音、サンダルの音が気になった人もいた。スタッ
フの話し声や、足音が気になった人は、半数以上の
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57％であった。
　看護覚え書きでは、「不必要な音や心の中に何か予
感や期待などをかきたてるような物音は、患者に害
を与える音である。音が病人に悪影響を及ぼすと思
われる場合、それは耳という器官に伝わる刺激の強
さ、つまり音の大きさであることはめつたにない。不
必要な音というものは、最も残酷な配慮の欠如であ
り、それは病人にはもちろん健康人にも打撃をあた
える。音をたてて動き回る看護婦は、患者にとって恐
怖である。」とある。思慮を働かせて気を配ることを
改めて感じた。
Vおわりに
　血液透析を受ける患者は、年々増加傾向にある。今
回の体験は、日頃行っている私達の行為の振り返り
をする事が出来た。あらためて週3回透析治療を受け
続けていかなくてはいけない事の大変さを実感した。
この体験をいかし、今後の看護に役立てて行きたい。
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1。血圧測定時間の感覚く図1＞
1）眠りかけのところで測定が始まるので、問題がなければもう
　少し間隔をあけても良い。
2）間隔が短いようにおもえた。
3）落ち着いていれば長くしてもよい。
880／o
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2．血圧測定時のマンシェットによる
　　圧迫感や痛みなどく図2＞
1）測定毎に痛みがあった。
2）圧がかかる時きつく、痛い。音で寝ていたのが起きてしまう。
3）少し圧迫感があった。
4）急に測定がはじまるのでびっくりした。また腕全体が重い気
　がした。
5）思ったより圧迫感はなかったが、二度続けて測定されると加
　質置痛い。また、血圧が下降した時、測定時にタイマーでの測定
　が始まると又かと思う。
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3．血圧回路の固定と抑制に関し何らかの苦痛く図3＞
1）腕が伸びたままによる痛み
2）痺れた。ラインがあたって痛かった。
3）むれた。
4）腕が曲げられないことがつらかった
5）ずっしりと重く、腕全体が痛かった。
6）判創膏による痛さや圧迫感があった。
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□1時間後
□2時間後
団25時間後
國3時間後
4．固定抑制してどの位経過した時症状は
　　　　　出たかく図4＞
その時、どの様にしたいと思ったか
1）腕を思いつきり曲げたい。
2）固定をはずしたい。
3）マッサージをしたい。
4）眠りたい。
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280／o
□なんともなし
□つらかった
5．下肢拳上はどうだったかく図5＞
1）頭がぼやけた。
2）首、腰が痛くなった。
3）体動しにくい。
4）頭に血が上るようで、体験終了後も頭痛がした。
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□なんともなし
□飲みにくい
6．臥床したままでの内服はどうだったか
　　　　　　〈図6＞
1）1錠なのでなんともないが、多剤や粉だったら飲みにくいと
　思った。
2）飲みにくいので頭を挙上して欲しい。
3）水を少しずついれられるとむせる。
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7．ベッドとベッドの間隔く図7＞
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□気にならない
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8．隣のベッドは気になったかく図8＞
1）隣だけではなく全体が気になった。
2）足元の人が気になった。
3）できれば隣は同性のほうが良い。
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9．室温はどうだったかく図9＞
140／o
580／o
□1時間後
［＝］21｝｝1旧f麦
団25時間後
團3時間後
10．職員の声、足音は気になったかく図10＞
1）隣の人に説明している時、気になった。
2）一人一人の声はそうでもないが、ざわつくと何かあったの
　かと気になる。
3）声はそうでもないが、足音、特に走る音は気になる。
4）サンダルの音が気になった。引きずるような音は気にならな
　いが、ぺたぺたした高い音は気になった。
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□気にならない
□気になる
11．機械の音は気になったかく図11＞
280／e
720／o
□気にならない
雲気になる
12．HRモニターの音は気になったかく図12＞
580／o
420／o □すぐ来た
□押せなかった
14，NSコールを押した時、看護婦はすぐ来たかく図13＞
13．その他、気になった音
　　1）HRモニターや機械のアラームの音
　　2）血圧計の音
　　3）電話の音
15．看護婦にして欲しかった事
　　1）抑制による苦痛が少しでも緩和するようマッサージをして欲しい。
　　2）抑制をはずして欲しかった。
　　3）痛い時、辛い時、少しでも長くいてくれると気がまぎれる。
　　4）看護婦がベッドサイドにきて、笑顔で話しかけてくれるとうれしい。
　　5）眠い時はそっとしておいてほしい。
　　6）他の人が終了していく中で自分はどの位で終わるのか教えて欲しい。
　　7）下肢挙上時は時々様子を見に来て欲しい。
　　8）下肢挙上時は血圧が安定したらすぐに平らにして欲しい。
　　9）下肢挙上時は時々平らにして体や寝衣を直して欲しい。
16．その他
　　1）医療者はマスクをしている人が多く怖さがある。
　　2）何もない4時間は疲れた。
　　3）4時間はとても長くつらい。
　　4）リラックスできる音楽が流れていると良い。
　　5）看護婦が定期的に来てくれると安心する。
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